




























































































































































































































































































































































































































































































































となる。ここで， １－ｐ訓一印誠一訓証一帥γ １ (筈)-ｏ三/州ｗ
『-器器-二;-÷声÷<、￣
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とおくことにより，補助定理の結果が得られる。ＱＥＤ．
４－１ケインズ的なマクロ雇用政策の効果
ケインズ的なマクロ雇用政策が生産者の経済活動に及ぼす効果はつぎ
の定理４によって特徴づけられる。
定理４：公共支出政策，減税政策，金融緩和政策により，総産出，消
費財価格，総雇用および利潤は増大する。すなわち，
器>0．黒く0,器くい器>o,黒く０，
謡＜0,発>0,祭くぃ升くい器>０，
ａ冗市く乢器くｏ
が成り立つ。
証明：ケインズ的均衡においては賃金率1Jは不変であるから，。〃＝
０である。利潤の定義式冗＝py-uwを全微分し，。γ＝/Adjv＝("/p）
djvであることを考慮すると，
。'T＝”γ＋Ｙｌｊｐ－ｔｌﾉdjV＝】ﾉﾋﾒｶ
となる。また，補助定理３においてｄｔｌＦＯを考慮することにより。γ＝
γ,｡ｐであるから，
ｙＹ〃⑫。燕＝】'tj，=ｗｊγ=Ｔ７．７ｍＶ
が得られる。したがってγ,＞ｏであるから，利潤，消費財価格，総生産，
総雇用は同方向に変化する。
補助定理１と。γ＝γ,｡pから，
⑬｜(１－Ｃｒ)Ｙ,－Ｃｌｄｐ＝Ｃ,[(↑"｡〃)ｄ洋一。「］＋ｄｏ
したがって
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１(l-c,)γ,-°>0,芸-ｃ,（１－Ｃ )γ,－ｃ＜０，
即而
鋤扉 Ｃｌ・n-cルー而竿>0
が得られる。こうして，⑫式と㈹式から定理の結果が得られる。ＱＥＤ．
ケインズ的なマクロ雇用政策が消費者の経済活動に及ぼす効果はつぎ
の定理５によって特徴づけられる。
定理５：公共支出政策，減税政策，金融緩和政策により，賃金所得を
主な収入源とする消費者の効用水準は下落する傾向にあり，金利所得を
主な収入源とする消費者の効用水準は増大する傾向にあるから，ケイン
ズ的マクロ雇用政策はパレート改善的な配分をもたらすとはかぎらな
い。
証明：ケインズ均衡においては賃金率卸は不変であるから，dtU＝Ｏ
である．また，ハー⑭/'であるから，補助定理２より
ｄＵｊ≧Ａｉ[－ｐｄでj＋"'０Ｗ』＋（Oiy-T1-Cj)｡'］
となる。さらに，㈱式から
１．１＝（,＿ｃ,)ｙ,＿ｃ，
であるから，
(`c-c,`『十Ｇ.鶚鰹）
‘…[(,鵲デニさ`c-…-のv-が-．リロ（ｌ－Ｃｙ)γ,＿Ｃ，ｄ「
＋伽什(:ﾆﾃﾞ羨聟－÷'`“
が得られる。したがって(20式より，公共支出政策の効果は，
ｄＵｉ１万≧"(l-owm-Q[会(繩'一…)＋苦(,w-鰍ﾘ］
１６１
である。減税政策の効果は，
ｄＵｄＺＴＴ≦一入p＜０，
Ｃ『 [会(蝋'一…)+苦(`峠Ⅷ八二一〃｜鉱 (ｌ－Ｃｙ)Ｙ,－Ｃ，
である。金融緩和政策の効果は，
ｄＵｉＣ,(腕｡〃）777丁≧－Ａ,['''0`＋（,＿ｃ,)γ,＿Ｑ '告(,,`_…）
＋÷(`w-川
である。８`≦'１ＷVである消費者の主な収入源は賃金所得であり，ケイ
ンズ的雇用政策がもたらす消費財価格の上昇により所得が減少するから
効用水準は下落する可能性が高い。０１≧)'ＷＶである消費者の主な収入
源は金利所得であり，ケインズ的雇用政策がもたらす消費財価格の上昇
により所得が増大するから効用水準は上昇する。ＱＥＤ．
こうして，ケインズ均衡におけるケインズ的なマクロ雇用政策は，消
費財価格の上昇を通して所得の再分配をもたらすから，パレート改善的
配分を達成できない。
４－２古典派的雇用政策の効果
ケインズ均衡においては消費財の価格は内生変数であるから，古典派
的雇用政策は名目賃金率を引き下げることである。ケインズ均衡におけ
る古典派的雇用政策の効果は定理６によって与えられる。賃金率の引き
下げにより資産所得は不変であり，賃金所得は減少し，金利所得は増大
する。したがって，賃金所得を主な収入源とする消費者の効用水準は下
落し，金利所得を主な収入源とする消費者の効用水準は増大するから，
古典派的雇用政策はパレート改善的な配分をもたらさない。
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定理６：古典派的雇用政策である名目賃金率の引き下げ“＜Ｏによ
り，賃金所得を主な収入源とする消費者の効用水準は下落する傾向にあ
り，金利所得を主な収入源とする消費者の効用水準は増大する傾向にあ
るから，古典派的雇用政策はパレート改善的な配分をもたらすとはかぎ
らない。
証明：ケインズ均衡においては，補助定理ｌと補助定理３から，
１`'=(l-CW,_･("-C,`『十｡.苧陛）
＋(,45;;二言”
が成り立つ。古典派的雇用政策においてはｄｏ＝。『＝ｄ〆＝Ｏであり，
ハー⑪/pであるから，補助定理２より，消費者ｉの効用水準の変化dUd
は
‘`訓佃γ-群-`ﾘ(,４５;鵠,+(耐-`川”
となる。したがって，（2,)式より
雨≧川({筆if砦,(椒一…）ａｕ１
＋（'￣Ｃｌ)(pYl'＋仰γ")－，Ｑ(〃ｉ－８ｗ)]｡〃（１－Ｃｌ)γ,＿ｃ，
が得られる。１０i/ﾉＶ－８ｉ≧Ｏである消費者の主な収入源は賃金所得であ
り，名目賃金率の下落により所得が減少するから効用水準は下落する可
能性が高い。〃]/ﾉＶ－８`≦０である消費者の主な収入源は金利所得であ
り，名目賃金率の下落により所得が増大するから効用水準は上昇する可
能性が高い。ＱＥＤ．
このように,ケインズ均衡においてもケインジアン均衡と同じように，
１６３
価格体系の変化を伴う雇用政策は価格体系の変化を通して所得を再分配
するために，マクロ的には有効な雇用政策もミクロ的には有効であると
はかぎらない。
５古典派的失業均衡における雇用政策の効果
古典派的失業均衡においては，消費財市場においては超過需要が存在
し,労働市場においては超過供給が存在する。生産者は割り当てられず，
消費者は消費財市場においても労働市場においても割り当てられてい
る。
消費財市場においては超過需要が生じており，消費者の消費財の需要
は生産者の消費財の供給によって決定されるから，消費財の需要増大を
目的とするようなケインズ的総需要管理政策はまったく効果がない。実
際，消費者の消費財の需要は
二ic＝γ(両)－ｃ
にしたがって決定されるから，政府支出Ｇが増大すると100％のクラウ
ディング・アウトが生じ，政府支出Ｃの増大額に等しい分だけ民間消
費ｃが減少する。
経済厚生の増大は実質賃金率の下落に基づく消費者の消費財の需要と
労働供給の増大によってもたらされるが，ケインズ的な総需要管理政策
は実質賃金率を変化させることはできないから，効果はない。
古典派的雇用政策である実質賃金率の引き下げにより賃金所得は減少
し，金利所得は増大するという所得の再分配をもたらすためパレート改
善的な配分を達成できない。
定理７：実質賃金率の引き下げ。(⑭/，)＜Ｏにより，賃金所得を主な
収入源とする消費者の効用水準は下落する傾向にあり，金利所得を主な
収入源とする消費者の効用水準は増大する傾向にあるから，古典派的雇
１６４
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用政策はパレート改善的な配分をもたらすとはかぎらない。
証明：消費者ｉの効用関数Ｕ－Ｕ,(c`，ｌｉ，池!/,'）を("/し)について
偏微分してUd1≦ＡＩ〃であることを考慮すると，
‘(岬)-0＄`鈴)+ひ7鈴)+ﾅ“`総）ｄＵｉ
ｄ↑2ｉｄ伽ｉ薑川や`鈴)－１mm77丁+`Ｍ)）
となる。ところが，所得制約式から消費財の需要関数
．'一芸(…-噸ﾘｰで'十鶚'十川－１;N）
が得られる。この式をＭｐ)について微分して，古典派的失業均衡にお
いては生産者が効率的生産を行っていることを考慮することにより，
ｄｃｉｌｄ７ｊｏｉ‘Ｍ），‘Ｍ)+縮+÷`総）＝－－Ｄ
ｔＵｄﾉＶｉ＋，(`誌)-m十丁`Ｍ)）
，‘Ｍ)+癖十号7齢)－，ｗｌｄ１ｌｌｉ＝－－□
が得られる。したがって，
｜隊m77T-似、丁十TJ器ｹｱ~'(鰄'~川ｄｃｊ。)z‘
が得られる。したがって，実質賃金率下落の効果は，
ｄＵｉｄ(u）〃)≧ﾉUp("ｉ－８ｗ）
である。汎ＷＶ－８ｉ≧Ｏである消費者の主な収入源は賃金所得であり，
実質賃金率の下落により所得が減少するから効用水準は下落する傾向を
強くする。〃i/Ｎ－０`≦Ｏである消費者の主な収入源は金利所得であり，
実質賃金率の下落により所得が増大するから効用水準は上昇する傾向を
１６５
強くする。ＱＥＤ．
古典派的失業均衡における古典派的履用政策は，賃金所得の比率が小
さい失業している労働者，資産家や金利生活者には有利であるが，賃金
所得のみを収入源とする失業していない労働者には不利である。
６おわりに
混合私有経済の失業を伴うノン・ワルラシアン均衡におけるケインズ
的雇用政策および古典派的雇用政策の効果を資源配分の効率性の観点か
ら分析した。マクロ的な経済厚生の観点からは，ケインジアン均衡にお
いてはケインズ的雇用政策が有効であり，古典派的失業均衡においては
古典派的雇用政策が有.効であり，ケインズ均衡においてはケインズ的雇
用政策と古典派的雇用政策の両方が有効である(川俣,1995)。ところが，
ミクロ的な経済厚生の観点からは，これらの雇用政策が価格体系の変化
を伴うときには価格体系の変化が所得の再分配をもたらすから，必ずし
も有効であるとはかぎらない。
本稿の分析により，つぎのことが確認された。まず，ケインジアン均
衡におけるケインズ的雇用政策は価格体系の変化を伴わないからミクロ
的な資源配分の効率,性の観点からも有効である。
また，古典派的失業均衡における古典派的雇用政策は実質賃金率の下
落をもたらすから，賃金所得は減少し，金利所得は増大する。このとき，
完全に失業している消費者の所得は増大し，金利所得のみで生活してい
る消費者の所得は増大するが，失業していない消費者の所得は必ずしも
増大せず，金利所得のない消費者の所得は減少する。したがって，古典
派的失業均衡における古典派的雇用政策は一部の消費者の所得を減少さ
せるから，ミクロ的な資源配分の効率性の観点からは政策の効果がパレ
ート改善的ではないという意味において有効ではない。
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さらに，ケインズ均衡における古典派的雇用政策は名目賃金率の下落
をもたらすから，政策の効果がパレート改善的ではないという意味にお
いて有効ではない。ケインズ均衡におけるケインズ的雇用政策は消費財
価格の上昇をもたらすから，相対的に賃金所得は減少し，金利所得は増
大する。したがって，この政策も有効ではない。
このように，マクロ的雇用政策にはそれが価格の変化を通して所得の
再分配をもたらすときにはミクロ的な資源配分の効率性の観点からは有
効ではない，という問題点がある。しかし，ノン・ワルラシアン．アプ
ローチにおいては，理論の枠組みの中で問題を発生させる原因が理論に
とってはアド・ホックでしかない仮定にあるため，問題の存在を指摘す
ることはできるが問題を根本的に解決することは難しい。これらの問題
は，それを発生させる原因を理論を構成する経済環境の性質に求め，そ
の原因を何らかの方法で解消することによって解決されるのであるか
ら，ノン・ワルラシアン・アブローチのように価格硬直性の原因をアド
・ホックに仮定する理論ではなくそれを経済環境の性質から導き出すよ
うな理論に基づく分析が必要である。最近のマクロ経済学の展開は，こ
うした問題を解決するための要件を満たすさまざまな理論的枠組みを提
供している（Mankiw，1990)。
注
１）ノン゛ワルラシアン・アプローチの展開はGrandmont（1982）および
Benassy（1986）によって展開されている。ノン・ワルラシアン．アプロ
ーチに基づくマクロ経済学の基本的結果はBenassy（1986）によって体系
化されている。最近のマクロ経済学の展開についてはMankiw（1990）に
よって簡潔に展望きれている。
２）本稿は川俣（1995）における雇用政策のマクロ的分析のミクロ的分析
への応用であり，ノン・ワルラシアン・アプローチの特徴をより適切にい
かしていると考えられる。
３）ノン・ワルラシアン均衡の概念は単にそれぞれの財の市場において需
給が均衡していない状態で経済活動が実現されていることを意味している
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にすぎない。これらの均衡概念は価格体系が何らかの意味で硬直的である
ことに基づいているが，価格体系の硬直性は経済環境から導出されず，ア
ド・ホックに仮定されているにすぎない。したがって厳密には，本稿にお
ける均衡概念はワルラス均衡の一種であると考えられる（Romer，1993)。
4）失業が存在するような混合私有経済のノン・ワルラシアン均衡におい
ては，名目賃金率あるいは実質賃金率が下方硬直的であるため労働市場に
おいて超過供給が生じており，消費者の労働供給はつねに生産者の労働需
要によって割り当てられている。このとき，ノン・ワルラシアン均衡は，
消費財市場において超過供給が生じているか，需給が均衡しているか，超
過需要が生じているかに応じて３つのタイプに分類される（MaIinvaud，
1977,Lecturel，Ｓｅｃ８)。これらの均衡はそれぞれケインジアン，ケイ
ンズ,古典派の失業に対するヴィジョンを反映していると考えられるので，
ケインジアン均衡,ケインズ均衡,古典派的失業均衡と呼ぶことにする(川
俣，1995,ｐｐ,76-77)。
5）失業していない消費者についてはＵｉ,＝ＡｉｌＤ，失業している消費者につ
いてはＵ`,＜入物が成り立つ。不等式。Ｕ`＝ＵＭｃｉ＋ＵＩ１ｄＩｊ＋(1/，`）
Uimmd，，ｌｉ≧ＡＷｃｉ－１`１．脚i＋d"↓`）の不等号は，失業している消費者の労働
供給が改善されるときに，その効果を反映して成り立つ。
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